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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光重合において光重合増感効果が高く、かつ耐昇華性の優れた光重合増感剤の提
供。
【解決手段】１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）
エーテル化合物とエピハロヒドリン化合物とを反応させることにより得られる１，４－ジ
ヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物、該化合物を含有する光重合増感剤及
び該光増感剤と光重合開始剤を含有する光重合開始剤組成物ならびに該光重合開始剤組成
物とカチオン重合性化合物を含有する光重合性組成物及びその硬化物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（１）で示される１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合
物。
【化１】

（一般式（１）において、ｍ、ｎは同一であっても異なっていてもよく、１以上１０以下
の整数を表し、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていてもよく、水素原子、メチル基又
はエチル基のうちいずれか一つを表し、Ｘ及びＹは同一であっても異なっていても良く、
水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ
基、アリールチオ基、カルボキシル基のいずれかを示す。）
【請求項２】
下記一般式（２）で示される、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒド
ロキシアルキル）エーテル化合物とエピハロヒドリン化合物とを反応させることを特徴と
する請求項１に記載の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物の製
造方法。
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【化２】

（一般式（２）において、ｍ、ｎは同一であっても異なっていてもよく、１以上１０以下
の整数を表し、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていてもよく、水素原子、メチル基又
はエチル基のうちいずれか一つを表し、Ｘ及びＹは同一であっても異なっていても良く、
水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ
基、アリールチオ基、カルボキシル基のいずれかを示す。）
【請求項３】
請求項１に記載の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物を含有す
る光重合増感剤。
【請求項４】
請求項３に記載の光重合増感剤と光重合開始剤としてオニウム塩を含有する光重合開始剤
組成物。
【請求項５】
請求項４に記載の光重合開始剤組成物とカチオン重合性化合物を含有する光重合性組成物
。
【請求項６】
請求項５に記載の光重合性組成物を硬化してなる硬化物。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、光重合増感剤として有用な、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエ
ーテル化合物及びその製造方法並びに１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエー
テル化合物を含有する重合性組成物及びその硬化物に関する。
【背景技術】
【０００２】
紫外線や可視光線等の活性エネルギー線により重合する光硬化性樹脂は、硬化が速く、熱
硬化性樹脂に比べ有機溶剤の使用量を大幅に減らすことができることから、作業環境の改
善、環境負荷の低減という点で優れており、塗料、インキ、接着剤、コーティング剤等に
広く利用されている。従来の光硬化性樹脂はそれ自体では重合開始機能が乏しく、硬化さ
せる場合には通常、光重合開始剤を用いる必要がある。しかし、一般に光重合開始剤に用
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いられるオニウム塩などは、それ自体の光吸収は２２５ｎｍ～３５０ｎｍ付近にあり、３
５０ｎｍ以上には吸収を持たない。そのため、中圧や高圧の水銀灯などを光源とした場合
、光硬化反応が進行しにくいなどの問題があり、必要に応じて光重合増感剤を添加するの
が一般的である。光重合増感剤としては、アントラセン、フェノチアジン、ペリレン化合
物が知られている。
【０００３】
アントラセン系の光重合増感剤としては、９，１０－ジアルコキシアントラセン化合物が
用いられている。この９，１０－ジアルコキシアントラセン化合物は、光ラジカル重合だ
けでなく、光カチオン重合においても増感作用を有することが知られている。例えば、光
カチオン重合における光重合開始剤であるヨードニウム塩に対する光重合増感剤として９
，１０－ジブトキシアントラセンや９，１０－ジエトキシアントラセンなどの９，１０－
ジアルコキシアントラセン化合物が使用されており（特許文献１参照）、また、脂環式エ
ポキシ化合物（ダウ・ケミカル製、商品名：ＵＶＲ６１１０）の光カチオン重合に対し、
光重合増感剤として２－エチル－９，１０－ジメトキシアントラセンを使用する例が記載
されている（特許文献２参照）。
【０００４】
また、アントラセン骨格の１，４位が水素化された９，１０－ジアルコキシ－１，４－ジ
ヒドロアントラセン化合物についても、光カチオン重合において、増感効果を示すことが
知られている（特許文献３参照）。
【特許文献１】特開２００２－３０２５０７号公報
【特許文献２】特開平１１―２７９２１２号公報
【特許文献３】特開２００１－８１１１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
しかしながら、従来の９，１０－ジアルコキシアントラセン化合物や９，１０－ジアルコ
キシ－１，４－ジヒドロアントラセン化合物は塗膜形成後の加熱処理の際これらの化合物
が昇華して装置等に付着するなどしたり、ブルーミングなどを起こしてフィルム表面にこ
れらの化合物が浮き上がってくる等の問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物の構造と物
性に関してさらに鋭意検討した結果、本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０
－ジエーテル化合物が、光カチオン重合の光重合増感剤として優れた効果をしめすのみな
らず、当該１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物は、当該化合物
を光重合増感剤として含有する光重合組成物を重合させた硬化物中においてすぐれた耐昇
華性を有し、ブルーミングなどを起こしづらくなることを見出し本発明を完成させた。
【０００７】
すなわち、本発明の第１の要旨は、下記一般式（１）で示される１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジエーテル化合物に存する。
【０００８】
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【化１】

 
【０００９】
（一般式（１）において、ｍ、ｎは同一であっても異なっていてもよく、１以上１０以下
の整数を表し、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていてもよく、水素原子、メチル基又
はエチル基のうちいずれか一つを表し、Ｘ及びＹは同一であっても異なっていても良く、
水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ
基、アリールチオ基、カルボキシル基のいずれかを示す。）
【００１０】
本発明の第２の要旨は、下記一般式（２）で示される、１，４－ジヒドロアントラセン－
９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物とエピハロヒドリン化合物とを
反応させることを特徴とする請求項１に記載の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０
－ジエーテル化合物の製造方法に存する。
【００１１】



(6) JP 2010-90180 A 2010.4.22

10

20

30

40

【化２】

 
【００１２】
本発明の第３の要旨は、一般式（１）に示される１，４－ジヒドロアントラセン－９，１
０－ジエーテル化合物を含有する光重合増感剤に存する。
【００１３】
本発明の第４の要旨は、前記光重合増感剤と光重合開始剤としてオニウム塩を含有する光
重合開始剤組成物に存する。
【００１４】
本発明の第５の要旨は、前記光重合開始剤組成物とカチオン重合性化合物を含有する光重
合性組成物に存する。
【００１５】
本発明の第５の要旨は、前記光重合性組成物を硬化してなる硬化物に存する。
【発明の効果】
【００１６】
本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物は新規な化合物で
あり、光重合反応において光重合増感剤として効果を有するばかりでなく、当該化合物を
光重合増感剤として含有する光重合組成物を重合させた硬化物中においてすぐれた耐昇華
性を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物は、一般式（１）
に記載の構造を有する化合物である。
【００１８】
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【化３】

 
【００１９】
一般式（１）において、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていてもよく、水素原子、メ
チル基又はエチル基のうちいずれか一つを表し、ｍ、ｎは同一であっても異なっていても
よく、１以上１０以下の整数を表し、Ｘ及びＹは同一であっても異なっていても良く、水
素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ基
、アリールチオ基、カルボキシル基のいずれかを示す。
【００２０】
一般式（１）中、ＸまたはＹで表されるアルキル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－
プロピル基、ｉ－プロピル碁、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、アミル基、２-エチルヘキ
シル基等が挙げられ、ハロゲン原子としてはフッ素原子、塩素原子，臭素原子、ヨウ素原
子が挙げられる。アルコキシ基としては、メトキシ基、エトキシ基，ｎ―プロポキシ基，
ｎ－ブトキシ基、ヘキシルオキシ基等が挙げられ、アリールオキシ基としては、フェノキ
シ基、ｐ－トリルオキシ基等が挙げられる。アルキルチオ基としては、メチルチオ基、エ
チルチオ基、プロピルチオ基，ブチルチオ基、ヘキシルチオ基等が挙げられ、アリールチ
オ基としては、フェニルチオ基、ｏ―トリルチオ基等が挙げられる。
【００２１】
一般式（１）に示す１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物として
は、次のものが挙げられる。すなわち、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（
２－グリシジルオキシエチル）エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ
[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エー
テル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシプロピル）
エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシ
エトキシ）プロピル]エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２
－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]プロピル｝エーテル、１，４－ジヒドロ
アントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシブチル）エーテル、１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）ブチル]エーテル
、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエ
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トキシ）エトキシ]ブチル｝エーテル等である。
【００２２】
なお、一般式（１）に示す１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物
において、ｎ及びｍが共に０の化合物である１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－
ジグリシジルエーテルは、光重合増感剤としての効果は有するものの、光硬化後の加熱処
理、たとえば２００℃前後の加熱処理によって硬化物が蛍光を発することが判明した。こ
の現象は、ｎ及びｍが共に０の場合特異的に、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０
－ジグリシジルエーテルの１，４－位の水素が加熱処理により容易に脱水素しアントラセ
ン環を生じ、このアントラセン環が蛍光を示すためと推測される。硬化物が蛍光を示すこ
とは光学用途には好ましくない。ｎ及びｍが１以上の１，４－ジヒドロアントラセン－９
，１０－ジエーテル化合物場合、光硬化後の加熱による脱水素が起こることはなく安定に
存在するため、耐昇華性が高いことともに熱安定性にも優れているといえる。
【００２３】
一般式（１）に示す１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物の具体
例を各置換基毎の例として示す。まず、ＸまたはＹがアルキル基である場合の例としては
、２－メチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエ
チル）エーテル、２－メチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２
－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－メチル－１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝
エーテル、７－メチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジル
オキシエチル）エーテル、７－メチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[
２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－メチル－１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]
エチル｝エーテル、２－エチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グ
リシジルオキシエチル）エーテル、２－エチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１
０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－エチル－１，４－
ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エ
トキシ]エチル｝エーテル、７－エチル－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ
（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、７－エチル－１，４－ジヒドロアントラセン
－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－エチル－
１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエト
キシ）エトキシ]エチル｝エーテル、２－（ｔ－ブチル）－１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－（ｔ－ブチル）－１，
４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチ
ル]エーテル、２－（ｔ－ブチル）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２
－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－（ｔ－ブチ
ル）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エ
ーテル、７－（ｔ－ブチル）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２
－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－（ｔ－ブチル）－１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]
エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２４】
また、ＸまたはＹがハロゲン原子である場合の例としては、２－フルオロ－１，４－ジヒ
ドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－フルオ
ロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキ
シ）エチル]エーテル、２－フルオロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛
２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－フルオロ
－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテ
ル、７－フルオロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジ
ルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－フルオロ－１，４－ジヒドロアントラセン－
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９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル
、２－クロロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエ
チル）エーテル、２－クロロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２
－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－クロロ－１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝
エーテル、７－クロロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジル
オキシエチル）エーテル、７－クロロ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[
２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－クロロ－１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]
エチル｝エーテル、２－ブロモ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グ
リシジルオキシエチル）エーテル、２－ブロモ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１
０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－ブロモ－１，４－
ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エ
トキシ]エチル｝エーテル、７－ブロモ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ
（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、７－ブロモ－１，４－ジヒドロアントラセン
－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－ブロモ－
１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエト
キシ）エトキシ]エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２５】
さらには、ＸまたはＹがアルコキシ基である場合の例としては、２－メトキシ－１，４－
ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－メ
トキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエ
トキシ）エチル]エーテル、２－メトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－
ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－メト
キシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エ
ーテル、７－メトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリ
シジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－メトキシ－１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エー
テル、２－エトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオ
キシエチル）エーテル、２－エトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[
２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－エトキシ－１，４－ジヒ
ドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキ
シ]エチル｝エーテル、７－エトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（
２－グリシジルオキシエチル）エーテル、７－エトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン
－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－エトキシ
－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエ
トキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、２－ブトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－
９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－ブトキシ－１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル
、２－ブトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリ
シジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－ブトキシ－１，４－ジヒドロ
アントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、７－ブトキシ－
１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）
エチル]エーテル、７－ブトキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[
２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２６】
さらには、ＸまたはＹがアリールオキシ基である場合の例としては、２－フェノキシ－１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、
２－フェノキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジル
オキシエトキシ）エチル]エーテル、２－フェノキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－
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９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル
、７－フェノキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキ
シエチル）エーテル、７－フェノキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[
２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－フェノキシ－１，４－ジ
ヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エト
キシ]エチル｝エーテル、２－（ｐ－トリルオキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－
９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－（ｐ－トリルオキシ）－１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エ
チル]エーテル、２－（ｐ－トリルオキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０
－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－（
ｐ－トリルオキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオ
キシエチル）エーテル、７－（ｐ－トリルオキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－９
，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－（ｐ－トリル
オキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジル
オキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２７】
さらには、ＸまたはＹがアルキルチオ基である場合の例としては、２－メチルチオ－１，
４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２
－メチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオ
キシエトキシ）エチル]エーテル、２－メチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９
，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、
７－メチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシ
エチル）エーテル、７－メチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２
－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－メチルチオ－１，４－ジヒ
ドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキ
シ]エチル｝エーテル、２－ブチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ
（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、２－ブチルチオ－１，４－ジヒドロアントラ
セン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－ブチ
ルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオ
キシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、７－ブチルチオ－１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、７－ブチルチオ－１，
４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチ
ル]エーテル、７－ブチルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２
－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２８】
さらには、ＸまたはＹがアリールチオ基である場合の例としては、２－フェニルチオ－１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル、
２－フェニルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－グリシジ
ルオキシエトキシ）エチル]エーテル、２－フェニルチオ－１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エー
テル、７－フェニルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジ
ルオキシエチル）エーテル、７－フェニルチオ－１，４－ジヒドロアントラセン－９，１
０－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エチル]エーテル、７－フェニルチオ－１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキ
シ）エトキシ]エチル｝エーテル等が挙げられる。
【００２９】
さらには、ＸまたはＹがカルボキシル基である場合の例としては、９，１０－ジ（２－グ
リシジルオキシエトキシ）－１，４－ジヒドロアントラセン－２－カルボン酸、９，１０
－ジ[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキシ]－１，４－ジヒドロアントラセン
－２－カルボン酸、９，１０－ジ｛２－[２－（２－グリシジルオキシエトキシ）エトキ
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シ]エトキシ｝－１，４－ジヒドロアントラセン－２－カルボン酸等が挙げられる。
【００３０】
本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物は、一般式（２）
で示される、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）
エーテル化合物をエピハロヒドリンと反応させることにより得ることが出来る。
【００３１】
【化４】

 
【００３２】
一般式（２）において、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていてもよく、水素原子、メ
チル基又はエチル基のうちいずれか一つを表し、ｍ、ｎは同一であっても異なっていても
よく、１以上１０以下の整数を表し、Ｘ及びＹは同一であっても異なっていても良く、水
素原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ基
、アリールチオ基、カルボキシル基のいずれかを示す。
【００３３】
一般式（２）中のＸまたはＹで表されるハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、アリ
ールオキシ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、カルボキシル基については、一般式（
１）において例示した化合物と同様である。
【００３４】
　下記反応式（１）に示したように、一般式（２）で示される、１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物は、９，１０－ジヒド
ロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン化合物を酸化アルキレンと反応させることによっ
て得ることができる。
【００３５】
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【化５】

 
【００３６】
当該反応において原料となる９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン化
合物は、対応するナフトキノン化合物とブタジエン化合物のディールス・アルダー反応で
合成することができる。具体的な例としては、９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒド
ロアントラセン、２－メチル－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン
、７－メチル－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、２－エチル－
９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－エチル－９，１０－ジヒ
ドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、２－（ｔ－ブチル）－９，１０－ジヒドロキ
シ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－（ｔ－ブチル）－９，１０－ジヒドロキシ－１
，４－ジヒドロアントラセン、２－フルオロ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒド
ロアントラセン、７－フルオロ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセ
ン、２－クロロ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－、７－クロ
ロ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、２－ブロモ－９，１０－
ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－ブロモ－９，１０－ジヒドロキシ－
１，４－ジヒドロアントラセン、２－メトキシ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒ
ドロアントラセン、７－メトキシ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラ
セン、２－エトキシ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－エ
トキシ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－、２－フェノキシ－
９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－フェノキシ－９，１０－
ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン、２－メチルチオ－９，１０－ジヒドロキ
シ－１，４－ジヒドロアントラセン、７－メチルチオ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４
－ジヒドロアントラセン、２－フェニルチオ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒド
ロアントラセン、７－フェニルチオ－９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアント
ラセン、９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン－２－カルボン酸等が
挙げられる。
【００３７】
当該反応で使用される酸化アルキレンとしては、酸化エチレン、酸化プロピレン、酸化ブ
チレン等が挙げられる。酸化アルキレンの使用量は、９，１０－ジヒドロキシ－１，４－
ジヒドロアントラセン化合物に対して、２モル倍から３０モル倍添加する。２モル倍未満
では、未反応の９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン化合物が残留し
好ましくない。また、酸化アルキレンの添加量が過剰な場合、反応条件にもよるが例えば
、８モル倍を越えて添加した場合は、当該反応で得られる、一般式（２）で示される、１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物
において、ｎ及び/又はｍが２以上の化合物が主たる混合物として生成してくる。この混
合物をカラムクロマトを用いて、ｎ及び/又はｍの異なる化合物を分離することができる
。
【００３８】
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当該反応では、反応を促進させるため塩基性化合物を用いる。使用される塩基性化合物と
しては、トリメチルアミン、トリエチルアミン、ピリジン等の有機塩基、水酸化ナトリウ
ム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム等の無機塩基が挙げられる。塩基性化合物の添加量
は９，１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン化合物に対して２倍モルから
３倍モルが望ましい。反応は通常溶媒の存在下行われる。使用する溶媒としては、メタノ
ール、エタノール、ｎ－プロピルアルコール、エチレングリコール、ジメトキシエタノー
ル等のアルコール系溶媒、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン等の
ケトン系溶媒、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロロベンゼン等の芳香族系溶媒、ジク
ロルメタン、ジクロロエタン、ジクロロエチレン等のハロゲン系溶媒、テトラヒドロフラ
ン、１，４－ジオキサン等のエーテル系溶媒、ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトア
ミド等のアミド系溶媒が用いられる。
【００３９】
当該反応の反応温度は、０℃以上、８０℃以下が望ましい。０℃未満では反応が遅く、８
０℃を超える温度では副反応による副生物が増加するため好ましくない。反応時間は反応
温度によるが、通常０．５時間から２時間である。反応の進行に伴い、一般式（２）で示
される、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エー
テル化合物のうち、ｎ及びｍが１の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－
ヒドロキシアルキル）エーテル化合物は溶媒に不溶となり、沈澱してくる。一方、ｎ及び
/又はｍが２以上の生成物は、溶媒に溶けたままであり、沈殿物を吸引濾過することによ
り，ｎ及びｍが１の反応生成物を単離することが出来る。
【００４０】
また、ｎ及び/又はｍが２以上の生成物については、上記反応混合物を濾過して得られる
、ｎ及びｍが１の生成物を除いた濾液を濃縮することにより得ることが出来る。必要なら
ば、可溶性溶媒である例えばトルエンに溶解し，貧溶媒である、例えばｎ－ヘキサンを加
え再結晶して、あるいはこの混合物をカラムクロマトを用いて分離精製することが可能で
ある
【００４１】
このようにして行われた当該反応で得られる１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－
ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物としては、例えば、次の化合物が挙げられ
る。すなわち、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシエチル）
エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－ヒドロキシエトキ
シ）エチル]エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－
ヒドロキシエトキシ）エトキシ]エチル｝エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９
，１０－ジ（２－ヒドロキシプロピル）エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，
１０－ジ[２－（２－ヒドロキシプロポキシ）プロピル]エーテル、１，４－ジヒドロアン
トラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－ヒドロキシプロポキシ）プロポキシ]プロピル
｝エーテル、４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシブチル）エーテ
ル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ[２－（２－ヒドロキシブトキシ）ブ
チル]エーテル、１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ｛２－[２－（２－ヒドロ
キシブトキシ）ブトキシ]ブチル｝エーテル等が挙げられ、さらに、上記化合物の１，４
－ジヒドロアントラセン環に、アルキル基、アリール基、アルコキシ基、アリールオキシ
基、アルキルチオ基、アリールチオ基、カルボキシル基等が置換した１，４－ジヒドロア
ントラセン－９，１０－ジエーテル化合物が挙げられる。
【００４２】
ついで、下記反応式（２）に示したように、一般式（２）で示される、１，４－ジヒドロ
アントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物をエピハロヒド
リン化合物と塩基性化合物の存在下反応させることにより一般式（１）にしめす１，４－
ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物を得る事が出来る。
【００４３】
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【化６】

 
【００４４】
使用できるエピハロヒドリン化合物としては、エピクロロヒドリン又はエピブロモヒドリ
ン等が挙げられる。これらのうち、入手が容易なことから、エピクロロヒドリンを使用す
ることが好ましい。
【００４５】
当該反応においても反応を促進させるため塩基性化合物を用いる。用いられる塩基性化合
物としては、反応により発生するハロゲン化水素と反応する塩基であればよく、トリメチ
ルアミン、トリエチルアミン、ピペリジン、ピリジン等の有機アミン化合物が挙げられる
。さらには、カリウム－ｔ－ブトキシド、水素化ナトリウム等の塩基性化合物を使用する
ことも可能である。
【００４６】
反応は通常溶媒の存在下で行われる。使用する溶媒としては、アセトン、メチルエチルケ
トン、メチルイソブチルケトン等のケトン系溶媒、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロ
ロベンゼン等の芳香族系溶媒、ジクロルメタン、ジクロロエタン、ジクロロエチレン等の
ハロゲン系溶媒、テトラヒドロフラン、１，４－ジオキサン等のエーテル系溶媒、ジメチ
ルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン等のアミド系溶媒が用い
られる。
【００４７】
当該反応におけるエピハロヒドリン化合物の使用量は、一般式（２）で示される、１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物に対
して、２モル倍から６モル倍添加する。塩基性化合物の添加量は、１，４－ジヒドロアン
トラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物に対して２モル倍か
ら６モル倍が望ましい。２モル倍未満では、未反応の１，４－ジヒドロアントラセン－９
，１０－ジ（２－ヒドロキシアルキル）エーテル化合物が残留し、６モル倍を超える場合
では、生成物の単離収率が下がり好ましくない。
【００４８】
反応温度は、０℃以上，８０℃以下が望ましい。０℃未満では反応が遅く、８０℃を超え
る条件では副反応による副生物が増えるため好ましくない。通常、室温で反応は進行する
。反応の進行に伴い、通常は塩基性化合物の塩酸塩が析出する。
【００４９】
水溶性ケトンまたは水溶性エーテルを溶媒として用いる場合は、析出した塩基性化合物の
塩酸塩を水を加えて溶解させ、ついでさらに水を加えることにより生成物を析出させる。
析出物をろ過・乾燥し、相当する、一般式（１）で示される１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジエーテル化合物を得ることが出来る。また、反応溶媒として水不溶性の
溶媒を用いる場合は、反応終了後水を加えて塩基性化合物の塩酸塩を溶かして２層となし
、分液操作により水層を分離する。次いで有機層を濃縮し、ｎ－ヘキサン、シクロヘキサ
ン等の貧溶媒を加えて、生成物を析出させる。
【００５０】
得られた化合物の同定は、赤外スペクトル、マススペクトル、１Ｈ－ＮＭＲスペクトルを
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用いて行い、これらの化合物が一般式（１）で示される１，４－ジヒドロアントラセン－
９，１０－ジエーテル化合物であることを確認した。
【００５１】
本発明において得られた、一般式（１）で示される１，４－ジヒドロアントラセン－９，
１０－ジエーテル化合物は、光重合増感剤としてカチオン重合硬化速度を促進することが
判明した。当該１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物を光重合増
感剤として、光重合開始剤と配合することにより、光重合開始剤組成物を調製することが
できる。そして当該光重合開始剤組成物と、カチオン重合性化合物を配合することにより
光重合性組成物を調製することができる。
【００５２】
（光重合開始剤組成物）
本発明の光重合開始剤組成物は、光重合増感剤として前記一般式（１）で示される１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物と光重合開始剤を含有する。光重
合開始剤としては、オニウム塩を用いることができる。オニウム塩としては通常スルホニ
ウム塩またはヨードニウム塩が使用される。スルホニウム塩としてはＳ，Ｓ，Ｓ’，Ｓ’
－テトラフェニル－Ｓ，Ｓ’－（４、４’－チオジフェニル）ジスルホニウムビスヘキサ
メトキシフォスフェート、ジフェニル－４－フェニルチオフェニルスルホニウムヘキサメ
トキシフォスフェート、トリフェニルスルホニウムヘキサメトキシフォスフェートが挙げ
られ、例えばダウ・ケミカル製ＵＶＩ６９９２を用いることが出来る。一方、ヨードニウ
ム塩としては４－イソブチルフェニル－４’－メチルフェニルヨードニウムヘキサメトキ
シフォスフェート、ビス（ドデシルフェニル）ヨードニウムヘキサメトキシアンチモネー
ト、４－イソプロピルフェニル－４’－メチルフェニルヨードニウムテトラキスペンタメ
トキシフェニルボレートが挙げられ、例えばチバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製イル
ガキュア２５０（イルガキュアはチバ・スペシャリティ・ケミカルズ社の登録商標）、ロ
ーディア社製２０７４を用いることが出来る。
【００５３】
本発明の一般式（１）で示される光重合増感剤の光重合開始剤組成物中における使用量は
、特に限定されないが光重合開始剤に対して通常５～１００重量％の範囲であり、好まし
くは１０～５０重量％の範囲である。光重合増感剤の使用量が５重量％未満では光重合性
化合物を光重合させるのに時間がかかりすぎてしまい、一方、１００重量％を超えて使用
しても添加に見合う効果は得られない。
【００５４】
（光重合性組成物）
本発明の光重合性組成物は、前述の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエーテ
ル化合物と光重合開始剤を含有する光重合開始剤組成物と、カチオン重合性化合物とを含
有する。
【００５５】
使用するカチオン重合性化合物としてはエポキシ化合物、ビニルエーテル等が挙げられる
。エポキシ化合物として一般的なものは脂環式エポキシ化合物、エポキシ変性シリコーン
、芳香族のグリシジルエーテル等である。脂環式エポキシ化合物としては３，４－エポキ
シシクロヘキシルメチルー３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、ビス（３
，４－エポキシシクロヘキシル）アジペートが挙げられ、例えばダウ・ケミカル製ＵＶＲ
６１０５、ＵＶＲ６１１０を用いることが出来る。エポキシ変性シリコーンとしては東芝
ＧＥシリコーン製ＵＶ－９３００等が挙げられる。芳香族グリシジル化合物としては２，
２’－ビス（４－グリシジルオキシフェニル）プロパン等が挙げられる。ビニルエーテル
としてはメチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、２
－エチルヘキシルビニルエーテル等が挙げられる。
【００５６】
光重合性組成物に対する光重合開始剤組成物の使用量は、０．００５～１０重量％の範囲
であり、好ましくは０．０２５～５重量％である。０．００５重量％未満だと光重合性組
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成物を光重合させるのに時間がかかってしまい、一方１０重量％より多いと光重合させて
得られる硬化物の硬度が低下したりする等、硬化物の物性を悪化させるため好ましくない
。
【００５７】
　本発明の光重合組成物は、本発明の効果を損なわない範囲において、希釈剤、着色剤、
有機又は無機の充填剤、レベリング剤、界面活性剤、消泡剤、増粘剤、難燃剤、酸化防止
剤、安定剤、滑剤、可塑剤等の各種樹脂添加剤を配合してもよい。
【００５８】
（光重合硬化物）
当該重合性組成物の硬化はフィルム状で行うことも出来るし、塊状に硬化させることも可
能である。フィルム状に硬化させる場合は、たとえばポリエステルフィルムの基材に光硬
化性組成物をバーコーター用いて塗布し、ついで光照射する。用いる光源としてはメタル
ハライドランプ、キセノンランプ、紫外線ＬＥＤ、青色ＬＥＤ，白色ＬＥＤ、フュージョ
ン社製のＤランプ、Ｖランプ等が挙げられる。太陽光の使用も可能である。　
【００５９】
光硬化の判定は、タックフリーテスト（指触テスト）に基づいて行った。すなわち、光照
射によりフィルム表面の光硬化性組成物のタック（べたつき）が取れるまでの時間を硬化
時間とした
【００６０】
耐昇華性の判定は、光硬化したフィルムをオーブン中で一定時間加熱し、加熱前後のフィ
ルム中に含まれる光重合増感剤の量をそのＵＶスペクトルを測定することにより測定し、
その減少量から昇華した光重合増感剤の量を求めることにより行った。
【００６１】
下記の実施例により本発明を例示するが、これらの実施例は本発明の範囲を限定するもの
ではない。特記しない限り、すべての部は重量部である。
【実施例】
【００６２】
生成物の確認は下記の機器による測定により行った。
（１）融点：ゲレンキャンプ社製の融点測定装置、型式ＭＦＢ－５９５（ＪＩＳ　Ｋ００
６４に準拠）
（２）赤外線（ＩＲ）分光光度計：日本分光社製、型式ＩＲ－８１０
（３）核磁気共鳴装置（ＮＭＲ）：日本電子社製、型式ＧＳＸ　ＦＴ　ＮＭＲ　Ｓｐｅｃ
ｔｏｒｏｍｅｔｅｒ
（４）Ｍａｓｓスペクトル：島津製作所社製、質量分析計、型式ＧＣＭＳ－ＱＰ５０００
（５）紫外（ＵＶ）分光光度計：島津製作所社製、型式ＵＶ－２２００
【００６３】
（実施例１）　１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエ
チル）エーテルの合成
（第一反応）反応式（１）
温度計、攪拌機つきの２００ｍｌのオートクレーブに、９、１０－ジヒドロキシ－１，４
－ジヒドロアントラセンのナトリウム塩水溶液（２０重量％）３０ｇ（２６ミリモル）、
メタノールを４０ｍｌ加えた後、酸化エチレン９ｇ（１５０ミリモル）を圧力が０．３Ｐ
ａを超えないように１５分かけて圧入する。室温下、５時間攪拌した後、生成したスラリ
ー状の反応物に水を２０ｍｌ加え、よく攪拌し、吸引ろ過する。十分水洗いし、乾燥した
後、白黄色の粉末１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシエチル
）エーテル５．５ｇ（１８ミリモル）を得た。収率は７０モル％であった。
【００６４】
生成物について、上記した特性測定を行った結果は次のとおりであり、生成物は、１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシエチル）エーテルであることが
確認された。
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（１）２０３～２０４℃。
（２）ＩＲスペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ－１）：７５５、８８５、１０２５、１０５５、１
０８０、１３３０、１３４８、３４００などの波長に吸収が認められた。
（３）１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，ｐｐｍ）：δ＝３．５２（ｓ、４Ｈ）、３．８４（ｔ
，Ｊ＝５Ｈｚ，４Ｈ）、３．９４（ｔ，Ｊ＝５Ｈｚ，４Ｈ），５．０６（ｓ、２Ｈ）、６
．０４（ｓ，２Ｈ），７．４４－７．５０（ｍ，２Ｈ）、８．１２－８．１７（ｍ，２Ｈ
）。
（４）マススペクトル：（ＥＩ－ＭＳ）ｍ／ｚ＝３００（Ｍ＋）。
【００６５】
（第二反応）反応式（２）
３００ｍｌの四口フラスコに、上記第一反応によって得られた１，４－ジヒドロアントラ
セン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシエチル）エーテル２．０ｇ（６．７ミリモル）、Ｎ
－メチルピロリドン４０ｍｌ、水素化ナトリウム０．６４ｇ（２６．６ミリモル）を窒素
雰囲気下で仕込み、６０℃で、フラスコの内容物を攪拌・混合した後、エピクロロヒドリ
ン３．７ｇ（４０．０ミリモル）をＮ－メチルピロリドン１０ｍｌに溶解した溶液を添加
し、６０℃で１．５時間攪拌を継続した。このフラスコにメタノール２０ｍｌを加え、水
素化ナトリウムを処理した後、純水４０ｍｌ、トルエン８０ｍｌ加えた。得られた反応生
成物に純水２０ｍｌを加えて洗浄し、この洗浄操作を３回繰り返した。純水によって洗浄
した後の液から有機層を分離した。分離した有機層を濃縮して得られた油状物質を、ヘキ
サン、酢酸エチルを展開溶媒としたシリカゲルカラムクロマトグラフィー法によって精製
し、白色結晶の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエ
チル）エーテル０．８２ｇ（２．０ミリモル）を得た。生成物の１，４－ジヒドロアント
ラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシエチル）エーテルに対する収率は、３０モル％で
あった。
【００６６】
生成物について、上記した特性測定を行った結果は次のとおりであり、生成物は、１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテルである
ことが確認された。
（１）融点：７４～７７℃。
（２）ＩＲスペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ－１）：６００、６７０、７６０、８５０、８８０
、９００、１０６０、１０９０、１２６０、１３５０、１３８０、１４００、１４４０、
１５９０、１６２０、１７３０などの波長に吸収が認められた。
（３）１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，ｐｐｍ）：δ＝２．３２－２．３９（ｍ，２Ｈ）、２
．６８－２．７１（ｍ，２Ｈ）、２．８３－２．８７（ｍ，２Ｈ）、３．０１（ｔ，Ｊ＝
７Ｈｚ、２Ｈ）、３．２３－３．２９（ｍ，２Ｈ）、３．５３－３．６１（ｍ，２Ｈ）、
３．８６－４．０２（ｍ，４Ｈ）、４．１１－４．１５（ｍ，６Ｈ）、６．１６－６．２
３（ｍ，１Ｈ）、６．９９－７．０４（ｍ，１Ｈ）、７．４２－７．４５（ｍ，２Ｈ），
８．０９－８．１４（ｍ，２Ｈ）。
（４）Ｍａｓｓスペクトル：（ＥＩ－ＭＳ）ｍ／ｚ＝４１２（Ｍ＋）。
【００６７】
（実施例２）　１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシプ
ロピル）エーテルの合成
（第一反応）反応式（１）
１００ｍｌの三口フラスコに、９、１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセン
のナトリウム塩水溶液（２０重量％）３０ｇ（２６ミリモル）、アセトニトリル２０ｍｌ
を仕込み、室温で、フラスコの内容物を攪拌・混合した後、酸化プロピレン１２ｇ（２０
７ミリモル）を添加し、４０℃に昇温しこの温度で１２時間攪拌を継続した。冷却した反
応液から析出した結晶を濾別し、得られた結晶を純水３０ｍｌとメタノール１０ｍｌとに
よって洗浄し、引き続き減圧乾燥し、白色結晶の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１
０－ジ（２－ヒドロキシプロピル）エーテル６．２ｇ（１８．９ミリモル）を得た。生成
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物の９、１０－ジヒドロキシ－１，４－ジヒドロアントラセンに対する収率は、７３モル
％であった。
【００６８】
生成物について、上記した特性測定を行った結果は次のとおりであり、生成物は、１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシプロピル）エーテルであること
が確認された。
（１）融点：１６６～１６８℃。
（２）ＩＲスペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ－１）：６４２、７５８、１０６０、１３２０、３
３２０などの波長に吸収が認められた。
（３）１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，ｐｐｍ）：δ＝１．２３（ｄ，Ｊ＝６Ｈｚ，６Ｈ），
３．５０（ｓ，４Ｈ），３．７５（ｔ，Ｊ＝５Ｈｚ，４Ｈ），３．９６－４．１６（ｍ，
２Ｈ），５．０２（ｄ，Ｊ＝５Ｈｚ，２Ｈ），５．９９（ｓ，２Ｈ），７．３９－７．５
０（ｍ，２Ｈ），８．０２－８．１８（ｍ，４Ｈ）
（４）Ｍａｓｓスペクトル：（ＥＩ－ＭＳ）ｍ／ｚ＝３２８（Ｍ＋）。
【００６９】
（第二反応）反応式（２）
３００ｍｌの四口フラスコに、上記第一反応によって得られた１，４－ジヒドロアントラ
セン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシプロピル）エーテル２．０ｇ（６．１ミリモル）Ｎ
－メチルピロリドン４０ｍｌ、水素化ナトリウム０．５９ｇ（２４．５ミリモル）を窒素
雰囲気下で仕込み、６０℃で、フラスコの内容物を攪拌・混合した後、エピクロロヒドリ
ン３．４ｇ（３６．８ミリモル）をＮ－メチルピロリドン１０ｍｌに溶解した溶液を添加
し、室温で２時間攪拌を継続した。このフラスコにメタノール２０ｍｌを加え、水素化ナ
トリウムを処理した後、純水４０ｍｌ、トルエン８０ｍｌ加えた。得られた反応生成物に
純水２０ｍｌを加えて洗浄し、この洗浄操作を３回繰り返した。純水によって洗浄した後
の液から有機層を分離した。分離した有機層を濃縮して得られた油状物質を、ヘキサン、
酢酸エチルを展開溶媒としたシリカゲルカラムクロマトグラフィー法によって精製し、白
色結晶の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシプロピル
）エーテル０．８１ｇ（１．８ミリモル）を得た。生成物の１，４－ジヒドロアントラセ
ン－９，１０－ジ（２－ヒドロキシプロピル）エーテルに対する収率は、３０モル％であ
った。
【００７０】
得られた生成物について、上記した特性測定を行った結果は次のとおりであり、１，４－
ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシプロピル）エーテルである
ことが確認された。
（１）融点：９６～９９℃。
（２）ＩＲスペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ－１）：６００、６５０、６７０、７６０、８３０
、８６０、９２０、９６０、１０８０、１１２０、１２５０、１３４０、１４４０、１４
６０、１５８０、１６２０などの波長に吸収が認められた。
（３）１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，ｐｐｍ）：δ＝１．３１－１．３７（ｍ，６Ｈ）、２
．３３－２．３９（ｍ，２Ｈ）、２．６９－３．７３（ｍ，２Ｈ）、２．８３－２．８６
（ｍ，２Ｈ）、３．００（ｔ，Ｊ＝７Ｈｚ，２Ｈ）、３．２２－３．２７（ｍ，２Ｈ），
３．６７－３．７５（ｍ，４Ｈ）、３．８５－４．０６（ｍ、６Ｈ）、６．１７－６．２
１（ｍ、１Ｈ）、６．９６－７．０３（ｍ，１Ｈ）７．４２－７．４６（ｍ，２Ｈ）、８
．０８－８．１３（ｍ，２Ｈ）。
（４）Ｍａｓｓスペクトル：（ＥＩ－ＭＳ）ｍ／ｚ＝４４０（Ｍ＋）。
【００７１】
（評価例１）
カチオン重合性化合物として脂環式エポキシ化合物（ダウ・ケミカル社製ＵＶＲ６１０５
）１００部に対し、光重合開始剤としてヨードニウム塩（チバ・スペシャリティ・ケミカ
ルズ社製イルガキュア２５０）２．５部そして光重合増感剤として実施例１で合成した１
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，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル１
．０部よりなる光重合開始剤組成物を混合し、光重合性組成物を調製した。該組成物をポ
リエステルフィルム（東レ製ルミラー、ルミラーは東レ株式会社の登録商標）の上にバー
コーターを用いて膜厚が１２ミクロンになるように塗布した。ついで、表面から高圧水銀
ランプを用いて光照射した。照射光の中心波長は３６６ｎｍで照射強度は１ｍＷ／ｃｍ2

である。べたつき（タック）がなくなるまでの光照射時間「タック・フリー・タイム」は
１．５分であった。
【００７２】
（評価例２）
カチオン重合性化合物として脂環式エポキシ化合物（ダウ・ケミカル社製ＵＶＲ６１０５
）１００部に対し、光重合開始剤としてヨードニウム塩（チバ・スペシャリティ・ケミカ
ルズ社製イルガキュア２５０）２．５部そして光重合増感剤として実施例２で合成した１
，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシプロピル）エーテル
１．０部よりなる光重合開始剤組成物を混合し、光重合性組成物を調製した。該組成物を
ポリエステルフィルム（東レ製ルミラー）の上にバーコーターを用いて膜厚が１２ミクロ
ンになるように塗布した。ついで、表面から高圧水銀ランプを用いて光照射した。照射光
の中心波長は３６６ｎｍで照射強度は１ｍＷ／ｃｍ2である。べたつき（タック）がなく
なるまでの光照射時間「タック・フリー・タイム」は２．０分であった。
【００７３】
（比較例１）　
１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル
を添加しない以外は評価例１と全く同様に光重合性組成物を調製し、高圧水銀ランプ（中
心波長３６６ｎｍ、照射強度１ｍＷ／ｃｍ2）を照射して硬化時間を求めたが、組成物は
３０分照射後も硬化しなかった。
【００７４】
（比較例２）　
１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテル
の代わりに公知の光重合増感剤である９，１０－ジブトキシ－１，４－ジヒドロアントラ
セン（特開２００３－２８５５の実施例２の化合物）を添加した以外は評価例１と全く同
様に光重合性組成物を調製し、高圧水銀ランプ（中心波長３６６ｎｍ、照射強度１ｍＷ／
ｃｍ２）を照射して硬化時間を求めた。べたつき（タック）がなくなるまでの光照射時間
「タック・フリー・タイム」は２．２分であった。
【００７５】
上記評価例及び比較例より、本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジエー
テル化合物が光カチオン重合における光重合増感効果を有し、公知の光重合増感剤である
９，１０－ジブトキシ－１，４－ジヒドロアントラセンと比較しても同等あるいはそれ以
上の優れた増感効果を有していることが分かる。
【００７６】
　（昇華試験１）
　評価例１において調製し、光硬化したフィルムをオーブン中で２００℃に加熱した。一
定時間ごとにフィルムをオーブンから出して、ＵＶスペクトルを測定し、１，４－ジヒド
ロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテルに起因する３１
８ｎｍの吸収強度を求めて、昇華の程度を調べた。その結果、１０分後に添加した１，４
－ジヒドロアントラセン－９，１０－ジ（２－グリシジルオキシエチル）エーテルの８％
昇華していることが判明した。その結果を表１に示す。
　（昇華試験２）
　比較例２において調製し、光硬化したフィルムをオーブン中で２００℃に加熱した。一
定時間ごとにフィルムをオーブンから出して、ＵＶスペクトルを測定し、９，１０－ジブ
トキシ－１，４－ジヒドロアントラセンに起因する３１８ｎｍの吸収強度を求めて、昇華
の程度を調べた。その結果、１０分後に添加した９，１０－ジブトキシ－１，４－ジヒド
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【００７７】
【表１】

 
【００７８】
表１から次のことが明らかである。すなわち、本発明の１，４－ジヒドロアントラセン－
９，１０－ジエーテル化合物は光カチオン重合において光重合増感剤として効果を有する
ばかりでなく、硬化物中において、耐昇華性が優れていることが分かる。
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